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１．はじめに
近世期の暦が幕府の統制下にあったことはよく知られているが，明治以降も政府の統制
を受け続けたことはそれほど知られていない。暦を流通させるには，編暦（暦の編纂）と
頒暦（暦の頒布）という専門的技術や知識の異なる二つのプロセスを要する。これらは明
治以降も行政上分けられ，所管は転々と移動し複雑な経緯を辿ったが，いずれも官許を得
て管掌された。細かな変遷については紙幅の関係上割愛するが（1），戦前まで最も長期にわ
たって頒暦を管掌したのは神宮，編暦は東京天文台であった。神宮は，明治16年暦から終
戦時まで政府によって暦の頒布を唯一許された国家機関であり，「本暦」と「略本暦」と称
される暦を頒布し続けた（2）。本稿では，この神宮から頒布された暦，いわゆる「官暦」の流
通について考察する。
神宮による暦の頒布数は，史料未見の年もあるが，大正3年の約120万部（3）を底として，
毎年150万部から180万部前後を推移し，昭和16年に約40年ぶりに200万台を超え，昭和
18年に戦前のピークの498万部を記録した（4）。これら頒暦数の全国的推移の概要は，筆者ら
が既に先の論考で明らかにしたものである。同論考ではさらに，昭和3年の戸単位での頒
暦数（頒暦率）を道府県別に示し，暦の頒布状況には地域別に傾向と差異があったことに
も触れ，今後の課題として提示していた（5）。同年の全国の戸あたりの頒暦率は12.9％であっ
た。統計は戸を単位としていたので，100戸あたり12.9戸が暦を所持していたことになる。
しかしこの割合が全国的に均一であったわけではなく，道府県別の暦の流通の割合には地
域的偏りがあった。この偏りについて先の論考から一部引用して確認しておくと，以下の
通りである。
頒暦率が高い地域（2 割以上）は青森，秋田，宮城，岩手，三重，奈良，佐賀，熊本であり，
なかでも秋田，岩手，宮城，熊本などは3 割以上の戸において暦が所持されている。一
（1）  頒暦の所管の変遷については，以前その概略を述べた。荒川敏彦・下村育世「戦後日本における暦の再編（１）」
『千葉商大紀要』第51巻第2号，2014年，39-42頁。
（2）  明治15年4月26日太政官布達第8号。
（3）  暦の単位は時代によって数え方が異なり，例えば大正・昭和戦中期には「員数」と表記されている。本稿では，
現在の神宮司庁の表記に従い，「部数」とする（神宮徴古館『企画展　暦』2004年）。
（4）  荒川敏彦・下村育世「戦後日本における暦の再編（２）―『官暦』の頒暦状況について」『千葉商大紀要』第
52巻第2号，2015年及び西内雅「神宮暦の研究」『神道史研究』11（3），1963年，14頁。
（5）  荒川・下村，前掲論文（２），95-96頁。
〔論　説〕
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方，暦の所持率が低い地域（1 割以下）は埼玉，神奈川，茨城，群馬，京都，鳥取，島根，
徳島，沖縄であった。ここから，主に東北地方と三重・奈良県の近畿南部，そして熊本・
佐賀・鹿児島といった九州地方に高く，関東と山陰・山陽地方，そして四国地方，沖
縄で低い傾向がある。（6）
暦を，日付を確定し行事を知らせ，人々の日常生活の秩序を維持するものと捉えると，
暦の流通に地域的偏りがあることは通常は理解しにくいことである。しかし上記のよう
に，暦の流通状況には地域によって差があった。もちろん政府は官暦の普及に力を注いで
いた。たとえば，頒暦率の高い地域に対して表彰を行う制度を導入し，全国的にその都市
名を公表するなど，暦の積極的な頒布促進（7）をしばしば呼びかけていたのである。これに
対し，地域によっては政府の意向に応えようと尽力した。しかし地域による頒暦率の偏り
を示す上記の道府県別データは，こうした活動も比較的スムーズに進む地域と難しい地
域，すなわち暦の頒布拡大を進めうる地域とそうではない地域があった可能性を窺わせる
ものといえる。
また地域別の官暦の流通を考察するにあたり，当該地域の新暦（太陽暦）普及度も考慮
する必要がある。改暦以降の全国的な新旧暦使用状況についての実証的研究は管見の限り
ほとんど見当たらないが，旧暦（太陰太陽暦）使用が長く継続したことは大方の認めると
ころである（8）。岡田芳朗も，新暦の普及率は徐々に高まったが，旧暦は農村部を中心に根
強く残ったとし，戦後の昭和21年の中央気象台が行った調査結果を例にとり，「都市部の
93％が新正月であるのに対し，農村部のそれは40％にすぎず，これに対して旧正月は都市
部で新旧混用を合わせても4.5％であるのに対し，農村部では旧正月が37.6％，新旧混用を
含めると48.8％，さらに月遅れ正月が8.4％あるので，新正月を遙かに凌駕している。特に
東北地方農村部では新正月は3.9％にすぎず，旧正月は76.4％，新旧混用は9.5％，月遅れ正
月は7.3％であった」（9）と述べている。戦争直後においても旧正月が農村部で祝われていた
ことがわかるこの結果は，昭和期に至っても旧暦使用が（程度の差はあるとしても）全国
的に見られたことを窺わせるものといえる（10）。
本稿が対象とする官暦の誌面にも，旧暦の需要が相応にあったことを窺わせる項目が
ある。あまり知られていないが，改暦後も官暦の誌面には新暦に加えて旧暦の項目が長ら
く設けられていた。実際，官暦における旧暦併記の慣習は明治42年暦まで続けられてい
（6）  荒川・下村，前掲論文（２），95-96頁。
（7）  実際は購入することになる。昭和7年の価格は本暦50銭，略本暦5銭であった。
（8）  特定地域の新旧暦の使用状況についての研究は，とりわけ地域史研究において存在する。例えば，中西僚太郎
『近代日本における農村生活の構造』古今書院，2003年や，三宅紹宣「明治改暦と新暦の浸透過程」頼祺一先生
退官記念論集刊行会編『近世近代の地域社会と文化』清文堂出版，2004年など。
（9）  岡田芳朗『明治改暦―「時」の文明開化』大修館書店，1994年，225頁。
（10）  一方で，旧暦使用が継続したという認識に対して一定の留保を加える研究もある。今野真は，秋田県の事例か
ら，15年戦争が対米全面戦争に突入する直前の昭和15年を境として，旧暦が使用され続けてきた民衆の実生
活においても，「国家総動員」のために新暦を基準としたそれへと国家権力により大きく変えさせられたとし
た（「十五年戦争と旧暦の否定―秋田県本荘町『志村日記』を中心に」『仙台電波工業高等専門学校研究紀要』
第31号，2001年）。
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る（11）。旧暦の使用を含めた多様な暦の使用のあり方が見られたと考えられる戦前期におい
て，官暦の流通の偏りは，暦の使用のあり方と何らかの関連があったであろうか。先に挙
げた昭和3年の官暦には新暦のみが掲載されていたから―旧暦の記載は排除されていた
から―，新暦使用者の多い地域で官暦が強く求められ，旧暦使用者の多い地域で必要と
されなかった結果として地域的偏りが生じることも考えられる。あるいは人々の需要とは
無関係に，官暦が強力に頒布された地域で結果として新暦が普及し，官暦がそれほど頒布
されなかった地域で結果として旧暦が長く生活の中で用いられ続けたということも考えら
れよう（ただしこの場合，頒布が推進されたか否かの地域差は何によって生じたのかとい
う問題が生じてくる）。さらに，官暦は頒布されたけれども，人々の暦日意識にはあまり影
響を及ぼさなかったということがあったかもしれない。また逆に，官暦がそれほど強く頒
布されなくても，新暦によって生活が営まれていたということもあるだろう。全国紙の新
聞の日付はすでに新暦であったし，行政も新暦によって動いていた。また，新暦の日常生
活への浸透度合いと，正月行事などの非日常たるハレの日を新旧どちらの暦で決定するか
との間にも，地域毎にさまざまな要因がからみ合っていたに違いない。それらについて考
察する前提として，官暦の頒暦数・頒暦率を明らかにすることは必須のことであるように
思われる。
本稿では，誌面に新暦のみの記載がなされている大正期以降の官暦を主たる対象とし，
新暦使用者の多い地域として都市部がしばしば挙げられることを受け，当時の大都市とそ
の他の地域の官暦の頒布の量的差異を考察したい。その際，暦の流通状況における地域的
偏りの背景や原因については若干の考察にとどめ今後の課題とする。むしろ本稿では，中
長期的スパンでのデータ推移を捉え，これまで未解明であった地域別の頒暦数の動向や暦
の流通状況について明らかにした上で，上記のような関連性についても考察する。具体的
には，『神宮便覧』及び『神宮大麻及暦頒布統計表』，『神宮大麻及暦拝受統計表』，『瑞垣』と
いった刊行物等に掲載されている道府県別頒暦数やこれらに掲載されている「戸数千ニ対
スル頒布歩合」によって（12），大正期から昭和戦中期における道府県別の頒暦数と頒暦率の
推移を捉えることで，全国の暦の流通の地域別傾向を明らかにするとともに，新暦使用者
が多いとされる都市部での暦の流通にも注目して検討を加えたい。
２．頒暦数における地域性
（１）全国の頒暦数
図1は大正元年から昭和16年までの本暦と略本暦を合算した頒暦数を，内地と外地に分
けてグラフ化したものである（13）。内地の頒暦数については道府県の，外地のそれは朝鮮，
台湾，満州・関東州，樺太，布哇，居留地等の頒暦数を合算したものである。大正13，14年
（11）  旧暦の削除が正式に決まるのは明治41年9月の文部省告示第235号である。告示では42年暦からの削除とし
たが，実際には43年暦からとなった。
（12）  神宮司庁編『神宮便覧』，神宮神部署編『神宮大麻及暦頒布統計表』，『神宮大麻及暦拝受統計表』，同編『瑞垣』
による。
（13）  道府県別の頒暦数や頒暦率のデータはこの期間のみ判明しており，明治期および昭和17年以降のデータにつ
いては未見である。頒暦数の総計数（全国及び外地の合算数）についても，この期間を示した。
─50─
の頒暦数は，外地と内地の内訳が不明であるため，合算数のみを表示している（14）。
同図からは，興味深いことに，外地の頒暦数は時代が下るにつれて増大し，全体の頒布
数において占める割合も高くなっていることが見てとれる。内地の頒暦数は，大正2，3年
の約119万部を底として，緩やかに上昇するが，その後また昭和7年の約120万部まで下降，
その後再度上昇し昭和16年に約188万部までに推移した。昭和15年が対前年比4.7％の増
加率であったのに対し，昭和16年のそれが21.2％であることからも昭和16年の急激な頒
暦数の増加も見ることができる。
（２）道府県別の頒暦数
次に内地の頒暦数を構成する，それぞれの道府県別の頒暦数の推移について検討した
い。表1は，関東地方，東北地方といった地域別に道府県を区分けした上で，大正元年から
昭和16年までの道府県別の頒暦数を表したものである。史料未見の年もあるため，大正元
年から昭和16年までの30年間の全ての年の数値を示すことはできず，21年分にとどまる。
残念ながら大正期について史料が入手できた年が限られており傾向の読み取りが難しい
が，昭和期の数値は全て判明しており，この期間における時系列的推移は正確に把握でき
る（15）。もとより道府県別の頒暦数は，道府県別の人口の多寡と関連しており，頒暦数だけ
（14）  詳しくは，荒川・下村，前掲論文（２），95頁を参照のこと。
（15）  ただし大正期の頒暦数については，支署別であれば判明している。この時期は，全国は28区域に分けられ，そ
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の比較はできないが，まずはこれまで不明であった頒暦数の実態を示し，次に道府県別の
戸数を考慮して比較していこう。
上記期間において年間で最大の頒暦数を記録したのは，昭和16年の大阪の208,760部
であり，この期間の他の道府県のそれと比べると著しく多い。大阪における暦の頒布数
は，昭和 12 年に 144,424 部，昭和 13 年に 172,064 部，昭和 14 年に 182,835 部，昭和 15 年に
196,730部と，同期間の他の道府県と比べて抜きんでて多くの部数を単年単位で流通させ
続けていた。大阪以外の道府県では，昭和16年の東京の142,300部が，同期間の全国の道
府県のなかで大阪に次ぐ。東京で140,000部以上の頒暦数があった年は，昭和16年以外に
も昭和元年，2年，3年であるが，これほどの部数は同期間の大阪と東京以外では見られな
い。逆に上記期間において全国で最小を記録したのは，昭和9年の鳥取で939部である。同
期間に頒暦数が1,000部以下となった道府県は他にはなかったことからも，この年の鳥取
の頒暦数は極めて少ないといえる。これに次ぐ低さは，大正元年の沖縄で1,100部である。
全国的に年間2,000部に届かない頒暦数を示したのは，鳥取で昭和4年，6年～ 9年，14年，
沖縄で大正元年及び昭和2年～ 3年で見られ，全国でも鳥取と沖縄のみにこの数値の年が
あった。
表1の下部には道府県別に上記期間の1年当たりの頒暦数の平均を記した。これによ
ると，平均値が最も高かった道府県は同期間の単年単位での最高部数を記録した大阪で
あり，当時最大の人口を有した東京をはるかに超え，年平均130,000部を超える頒暦数と
なった。次に東京の約110,000部，そして福岡，北海道，熊本，鹿児島が約70,000部，次に約
50,000部の三重，兵庫，秋田，宮城，愛知，新潟と続いた。
一方で平均頒暦数が低い道府県は，最下位が約2,600部の鳥取で，その次に香川，沖縄，
徳島，島根，富山と続き，これらは全て年平均10,000部以下の頒暦数であった。年平均
10,000から20,000部以下の頒暦数の道府県は，低い順から滋賀，福井，埼玉，茨城，山形，
群馬，和歌山，山梨，京都，宮崎，千葉，愛媛，神奈川，岡山，高知，石川，福島，長野となる。
上記はあくまで21年分のデータから求めた平均の年間頒暦数である。頒暦数の年次変
動が見られる可能性もあるので，図2で平均頒暦数の多かった上位4道府県の大阪，東京，
福岡，北海道と，下位4県の鳥取，香川，沖縄，徳島の年別推移を見てみる。数値の差が大
きいことと変動率に注目するため，タテ軸は対数をとった。
これによると，この期間の各道府県の頒暦数の年別推移は，一部を除いてはそう大きな
変動はないといえる。鳥取や特に沖縄に見られる変動は，頒暦数が少ないがゆえに，頒暦
数の年次伸長が変動率に容易に反映されるためでもある。とはいえ両県については，何ら
かの外的な特別な要因があった可能性が推測される。
以上，頒暦数の地域ごとによる変動を概観したが，同期間の年あたりの平均が高い道府
県は高い順に，大阪，東京，福岡，北海道，熊本，鹿児島，低い道府県は低い順に鳥取，香川，
沖縄，徳島，島根と続いた。先にも指摘したように，人口の多い道府県において頒暦数は多
く，少ない道府県において少ない傾向がある。例えば昭和2年の道府県別の人口は，東京が
れぞれの区域を管轄する28支署から暦の頒布がなされた。区域は地域を重複することなく，道府県を単位に
分けられ，例えば東京支署であれば東京，神奈川，千葉，埼玉，山梨を管轄した。道府県ごとの数値が未見で
あるのも，支署ごとに数値を集計・報告したことが大きいと考える。参考までに，大正元年から12年までの
全国28支署別の頒暦数の数値を示した表を本稿の末尾に挙げておく（大正13年と14年については未見）。
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全国で最大の約490万人，次に大阪326万人，北海道，兵庫，愛知，福岡，新潟と続くが（16），
これらには全国的に頒暦数の多い上位4道府県である大阪，東京，福岡，北海道も含まれ
ている上に，兵庫，愛知も相対的に頒暦数の多い道府県であった。
人口の多い地域で頒暦数が多いのは当然である。しかし注目すべきは，この想定通りに
は理解できない道府県も散見される点である。頒暦数の多い部類として挙げられた熊本，
鹿児島，三重，秋田，宮城などは，他の道府県と比較して人口は決して多い方ではない。こ
れらの県は人口に比して相対的に頒暦数が多かった地域であったことがわかる。さらに大
阪に比べ約1.5倍の人口を擁した東京が，大阪よりも暦の流通量が年平均で2万部ほど少な
い点も注意をひく。
一方，同年（昭和2年）の最小の人口であった道府県は，鳥取の約48万人，次に沖縄57万
人であり，奈良，福井，山梨，滋賀，佐賀と続く。頒暦数の少ない県として先に示した鳥取，
沖縄については，人口の要因で理解できるが，香川，徳島についてはこの限りではない。こ
（16）  昭和2年の道府県別人口については，総務省統計局の人口動態統計データに準拠した（表1の最下段に47道府
県の人口を記載している）。http://www.stat.go.jp/data/chouki/02.htm　（2017年5月30日閲覧）
図2 頒暦数の推移
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うした各道府県の人口規模を考慮しつつ比較するため，次に戸数あたりの頒暦数について
概観する。
３．頒暦率における地域性
（１）道府県別の頒暦率
先に昭和3年のものについて言及した通り，年によっては地域別の頒暦率を利用するこ
とができる。これは，当該地域における戸数を分母として暦が頒布されている割合を示す
指標であり，おおよそ人口比に近い形でコントロールされた数値といえる。ここでは，先
に挙げた『神宮便覧』などに掲載されている「戸数千ニ対スル頒布歩合」すなわち道府県別
の頒暦率の数値をそのまま用いて検討する。
表2は，関東地方，東北地方といった地域別に道府県を区分けした上で，道府県別の「戸
数千ニ対スル頒布歩合」を示したものである（17）。ここでは戸数と頒暦数を別々の史料から
採ることはせず，史料に記載のない年は除いたため，対象は大正元年から昭和16年までの
30年間のうち，21年分の道府県別頒暦率にとどまっている。
表2を見ると，この期間中，戸数1,000に対する頒暦率が最も高かったのは，昭和16年
の佐賀の501である。戸数で集計していることから，１戸に対して１部の暦という神宮が
設けた目標が読み取れる。上記の数値も，1戸に複数部の頒布もあり得たことを考えると
厳密さを欠くものの，1,000戸中の501戸に暦を頒布したことを含意している。次に高いの
は，大正元年の熊本で492である。同期間の戸数1,000に対する全国平均の最大が大正元年
の154であり，最小が昭和11年の95であったことからも，これら2県の単年数値は突出し
て高いものであったことがわかる。全国平均の戸数1,000戸に対する頒暦率について一言
付け加えると，既に述べたように，昭和16年から20年の時期において全国の頒暦数は急
激な上昇を記録した。判明している範囲では全国の頒暦率は大正元年が最高値であるが，
戸数比を直接示した史料が未発見であるものの，昭和17年や18年の方が高かったといえ
る（18）。逆に，昭和16年までの期間中，頒暦率が最も低かったのは，大正元年の沖縄で6，次
に昭和9年の鳥取10であった。これらは，頒暦率の全国平均から見ても顕著に低い数値で
ある。
次に全体的に頒暦率の高い道府県と低い道府県について概観したい。全国の対戸数比の
判明している19年分の年平均を，道府県別のそれと比較すると，全国平均を上回った道府
県は，頒暦率の高かった順に，熊本，秋田，岩手，宮城，佐賀，三重，奈良，鹿児島，青森，
（17）  荒川・下村，前掲論文（２）では，わかりやすさを考慮し，戸数百に対する頒布率（％）を示したが，今回は史
料に掲載されている数値をそのまま使用する。なお表の右端の数値も，史料の数値であり，各年の全国の戸数
1,000に対する頒暦率を示している（全国47道府県の頒暦率の平均ではないことは，筆者の試算でも確認済み
である）。なお昭和元年のみ全国の頒暦率の数値が史料に掲載されていないため，便宜上，同年の全国47道府
県の頒暦率の平均を記した。全21年分を平均した全国の頒暦率についても，ここで計算した昭和元年の値を
用いて算出した。
（18）  昭和16年から20年の時期の頒布率の高さについてはすでに以下のように述べ，この期間の特異性に言及して
いる。「当時の戸数はおよそ1500 万戸であったことを考えると，昭和17 年には全国（内地のみ）の2 割以上の
戸で暦が所持されていた計算になる。そして戦前の最高頒暦数を示した昭和18 年では対戸数比で3割以上の
所持率となった」（荒川・下村，前掲論文（２），94頁）。
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福岡，大阪，北海道，長崎，岐阜，新潟，大分の1道1府14県であった。全国47道府県のう
ち平均以上が16道府県であるということは，これら全国の約3分の1の地域に頒暦率の高
い部分がかなり偏っていることを意味する。このうち全ての年でその年の全国の頒暦率の
平均を上回ったのは，熊本，秋田，岩手，佐賀，宮城，奈良，三重，青森，北海道の1道8県
であり（19），福岡と新潟も21年間のうち20年間は平均以上を年々記録している。なかでも，
熊本，秋田，岩手，宮城，佐賀，三重，奈良の7県は，頒暦率の年平均が全国のそれの約2倍
となる230を超えている。これらの県は全期間にわたり平均を上回り，かつ戸あたりの頒
布数の年平均が全国のそれの約2倍という，暦の頒布において極めて「優良な成績」をおさ
めていた地域であった。とりわけ熊本，秋田のそれは，全国の頒暦率の平均と比べると3倍
近くに達しており，全国的に見て著しく高い頒暦率を記録していた。
一方で，同期間における対戸数比の年平均が低かった地域を低い順に記すと，最も低
かった鳥取，次に沖縄，徳島，京都，神奈川，埼玉，茨城，千葉，島根，岡山，長野，群馬と
続き，これらの対戸数比の年平均は全国のそれの約半数以下の割合となっている。これら
頒布率の低かった1府11県は，全ての年で，その年の全国平均以下の頒布率であり，定常
的に平均値を押し下げていた。
図3は，戸数1,000戸あたりの頒暦数において高い数値を示した熊本，秋田，岩手の上位
3県と低い数値を示した鳥取，沖縄，徳島の下位3県について，頒暦率の時系列的推移をグ
ラフ化したものである。
ここからは，上位3県と下位3県の群は，年によって数値の上下を伴うものの，上位群の
頒暦率は全体的に高い数値で，下位群は低い数値で推移したことが見てとれる。つまり平
均的に頒暦率の高かった地域は，数値が下がった年であっても全体からみて極端に低い数
値になることはなく，逆に低かった地域は，数値が上がった年であっても極端に高い数値
を記録することはない。
以上から，全国的な頒暦率の地域差とそれら地域の頒暦率の年推移をまとめると，頒暦
率の高い傾向の地域は，北海道地方，新潟を含み山形・福島を除いた東北地方，三重・奈
良・大阪の近畿南東部，宮崎と沖縄を除いた九州地方といえる。一方で低い傾向の地域は，
関東地方及び中国地方を筆頭として，沖縄，そして四国地方，また新潟・岐阜を除いた中
部地方も含めることができる。関東地方は，東京，神奈川，千葉，埼玉，茨城，栃木，群馬の
うちに，既に挙げた戸数あたりの暦の頒布率が低い県の，神奈川，千葉，埼玉，茨城，群馬
が含まれており，全国的にみても頒布率は低かった地域である。
頒暦率において地域差が大きいことは，以前の論文でも，昭和3年単年という限定つき
ではあるが指摘した。昭和3年の道府県別の頒暦の対戸数比の上位県は上から秋田，岩手，
宮城，熊本であり，下位県は下から沖縄，鳥取，徳島であった（20）。本稿で明らかにしたよう
に，中長期的スパンにおいても，上位県は熊本，秋田，岩手，宮城，佐賀，下位県は鳥取，沖
縄，徳島であることから，順位こそ異なるものの昭和3年のそれと大きく相違するところ
（19）  表１を見ると，青森の大正5年のみ他の年と比較して異常に低い数値となっている。『神宮便覧』によると，青
森は大正元年の頒暦数が28973部で対戸数比が271，そして大正5年の頒暦数が28421部で対戸数比が25とあ
るが，これは対戸数比250あるいは225などの誤植と考えられるため，ここでは青森を加えた。道府県別の対
戸数比の平均については，25の数値をそのまま使用してもなお全国平均を上回っている。
（20）  荒川・下村，前掲論文（２），96頁。
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はない。そして時系列推移を見ても，頒暦率の高い地域は一貫して高く，低い地域は低い
傾向性がある。暦の流通には，地域的な偏りがあること，時系列で追った場合にも頒暦率
の地域的傾向には固定性を見ることができるということである。
（２）都市部における官暦の流通
「わが国では明治6年（1873）に太陽暦が施行されてから，東京や京都などでは比較的す
ぐに新正月がうけいれられたけれども，地方ではなかなか普及しなかった」（21）といわれる
ように，一般的には都市部において新暦使用が早くに普及し，「地方」において旧暦の使用
が継続したとされてきた。これについて筆者らも異論はないが，こと官暦の流通について
は，新暦使用が多く見られる地域に官暦が多く流通する，あるいは逆に旧暦使用が多く見
られる地域に官暦の流通が少ないとは一概にいえないと考える。ここまで見てきたよう
に，頒暦率の高い地域は，必ずしも人口の多いいわゆる都市部というわけではないからで
ある。この点について，もう少し細かく検討しておこう。
戦前の都市部というと，まず当時際立って人口の多かった東京市，大阪市，神戸市，名古
屋市，横浜市，京都市のいわゆる六大都市が挙げられる。これら六都市の例えば昭和10年
の人口は，多い順から東京市の約588万人，大阪市299万人，続いて名古屋市108万人，京都
市108万人，神戸市91万人，横浜市70万人であり，これらに続く都市（広島市31万人，福岡
（21）  内田正男『暦のはなし十二か月』雄山閣，1991年，39頁。ただしこの「東京」「京都」が市部のみか，府全体を指
しているかについては明記されていないが，文脈から「都市部」を含意していることは確かだと思われる。
図3 戸数千戸に対する頒暦数
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市29万人と続く）とは擁する人口に大幅な差が見られた（22）。一方で頒暦数の上位道府県は，
既述の通り，大阪が全国1位であり，次点が東京，そして福岡，北海道，熊本，鹿児島，三重
と続いて，8位に兵庫，さらに秋田，宮城と続き，11位に愛知であった。ここに名前が挙がら
なかった京都や神奈川は，他の道府県と比較しても低い頒暦数を記録した府県である。
また，人口あたりの暦の流通度合を示す頒暦率で全国の平均以上を記録しているのは，
この六大都市を有する府県のうちわずかに大阪172（1,000戸あたり172部の頒暦）のみで
あった。その他の東京，兵庫，愛知，神奈川，京都の5府県のそれは全て平均以下，京都と
神奈川にいたっては頒暦率の低かった道府県のワースト4位と7位であり，全国のほぼ
最低ランクの数値を記録した。京都と神奈川の平均頒暦率はそれぞれ43と46，すなわち
1,000戸あたり43部，46部の頒暦で，頒暦率の全国トップの熊本318，続いて秋田304，岩
手279，佐賀273，宮城269，奈良236，三重236，鹿児島227などと比べると大変大きな差が
あった。頒暦率トップレベルの県内にある都市の人口（昭和10年）はそれぞれ，熊本市19
万人，秋田市6万人，盛岡市7万人，佐賀市5万人，仙台市22万人，奈良市6万人，津市7万
人，鹿児島市18万人であり，熊本，宮城，鹿児島は当時において中規模の市部を有してい
たといえるかもしれないが，秋田，岩手，佐賀，奈良，三重は全国的に見ても小規模な市部
であったといえる。
このように見てみると，日本で最大規模の市を有していた大阪は若干異なる動きをして
はいるものの，規模の大きな都市を有する府県における暦の流通度合は相対的に低い傾向
にあったことがわかる。この結果はあくまで道府県ごとの値であるから，即座に都市部に
おける官暦の流通度合が低いと判断することはできないが，暦使用のあり方と官暦の授受
との関連性が薄い可能性を示唆すると同時に，官暦の流通度合には新旧暦の使用割合とい
う変数以外の要素が関わっていることを窺わせるものといえる。
４．終わりに
本稿では以下のことが明らかになった。これまで暦の流通における地域的偏りについて
の知見はなかったが，30年ほどの中長期スパンでも道府県別で頒暦率の高低におおよそ一
定の傾向があり，地域的な偏りが見られた。
頒暦数の高低については，本稿で扱った期間の年あたりの平均値が高い道府県は高い順
で，大阪，東京，福岡，北海道，熊本，鹿児島，低い道府県は低い順で，鳥取，香川，沖縄，
徳島，島根と続いた。これは当然ながら各道府県の有する人口と関連があり，人口の多い
道府県において頒暦数は多く，少ない道府県において少ない傾向が見られたが，大阪に比
べて圧倒的に人口の多かった東京が，大阪よりも流通量が少ない点は注目すべき点である
といえる。
頒暦率についても頒暦数と同様，同期間において高い地域は一貫して高く，低い地域は
低いといった地域的傾向の固定化を見ることができた。頒暦率が高い傾向の地域は，北海
道地方，新潟を含み山形・福島を除いた東北地方，三重・奈良・大阪の近畿南東部，宮崎
と沖縄を除いた九州地方であった。一方で低い傾向の地域は，関東地方及び中国地方を筆
（22）  総務省統計局の人口動態統計データ（http://www.stat.go.jp/data/chouki/02.htm）を参考にした。
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頭として，沖縄，そして四国地方，また新潟・岐阜を除いた中部地方も含めることができる。
関東地方は，全国的にも頒布率が低かった地域といえる。
また，従来から新暦の普及が進んでいると指摘されてきた都市部において，暦の頒布率
が低いという結果も見られた。新暦の普及が進んでいる地域は高い頒暦率が見られるとい
うような，頒暦率と新暦の普及との関連は見出しにくい。新暦の浸透が早くから進んだ地
域とされてきた京都などは好個の例であり，新暦使用者が多いといわれてきた地域ではあ
るが，官暦の頒暦率は全国的に見ても最低ランクであった。新暦の普及と官暦の頒布とは，
必ずしも関連しないのである。
本稿では地域ごとの頒暦の偏りについて考察してきたが，最後にこれら地域差の背景と
なる可能性のある事象についても触れておきたい。都市部における頒暦率の低さには，官
許を得ずとも商店などが顧客に頒布することができた「一枚刷り略暦」（23）の流通量が農村
部よりも多く，「偽暦」（24）なども手に入りやすかったであろうことが関わっているかもしれ
ない。都市部における暦の選択肢の広さは，選択肢が限られた地域よりも相対的に官暦を
求める比率を下げる要因として働くだろう。全国の頒暦率の偏りについては，すでに先の
論文でも述べたように（25），隣組の組織の強弱など緊密な地域社会の紐帯の有無，中央政府
に対する距離，神宮崇敬の念の強弱や伊勢信仰が地域の信仰と競合的か否か，また個人の
信仰と抵触するか否かなどの要因も考えられよう。また，現代広く見られる月単位で構成
されたいわゆるカレンダー―たとえば新聞の全国紙の付録にもなった―や日めくりカ
レンダーの普及も要因として考慮すべきだろう。なお東北や九州の諸県の頒暦率が高かっ
た要因，巨大都市を有した大阪が比較的高い頒暦率を保っていた理由，関東地方の頒暦率
が低い原因などについては未解明な点が多く，今後の課題としたい。
＊本稿はJSPS科研費16K16706（研究代表者：下村育世）による研究成果の一部であ
る（26）。
 （2017.8.20受稿，2017.9.6受理）
（23）  一枚の紙に，暦の主要な概略がわかるようにした略暦。柱や壁などに貼って用いた。明治15年第8号達で「一
枚刷略暦は明治一六年暦より何人に限らず出版条例に準拠し出版することを得」とされ，本暦と略本暦は神
宮司庁からのみの頒布とされる一方で，一枚刷略暦は自由化された。
（24）  明治16年暦以降について述べると，神宮司庁以外から頒布される一枚刷り以外の暦，さらには一枚刷りで
あっても定められた記載事項以上の事柄が掲載された暦については，「偽暦」として取締対象となった。
（25）  荒川・下村，前掲論文（２），96頁。
（26）  本稿は，下村が『神宮便覧』及び『神宮大麻及暦頒布統計表』，『神宮大麻及暦拝受統計表』，『瑞垣』といった刊
行物調査を行い，それを基に下村が本文を執筆し，荒川（共著）と協議の上，全体を完成させた。なお既刊分に
ついては「戦後における暦の再編（１）」は荒川，同（２）は下村，同（３）は荒川が，それぞれ本文執筆を担当し，
共著者と相互に綿密な議論をくり返し原稿を完成させた。
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〔抄　録〕
本稿では，従来明らかにされてこなかった頒暦の地域的偏りについて，大正期から昭和
戦中期にかけてその実態を明らかにした。当該期間における神宮から頒布された官暦（本
暦及び略本暦）数は，道府県ごとに大きな差があり，人口当たりの頒暦率においても大き
な差があった。政府から官許された独占的な頒暦であったにもかかわらず，大正・昭和戦
中期においてもなお地域的偏りがあったことは，興味深いことである。得られた知見は，
主として以下の四点である。
第一に，官暦は朝鮮，台湾，満州・関東州，樺太，布哇，居留地等の外地にも頒布されたが，
時代を経るに従って，外地への頒暦は頒布数においても，内地を含めた全頒暦数における
割合においても，増加傾向にあることが分かった。
第二に，内地について見ると，頒暦数は多い順に大阪，東京，福岡，少ない順に鳥取，香
川，沖縄であった。頒暦数の最も多かったのは大阪であり，最多の人口を擁した東京より
も多かったことは特に注目される点である。道府県別の頒暦数は，調査期間全体の平均で
見たとき，人口比を原因とするにとどまらない偏りを持っているが，そうした傾向は，地
域別年次推移として見ても，大きく変動するものではなかった。
第三に，戸数を単位とする頒暦率で見ると，高い順に熊本，秋田，岩手，宮城，佐賀，三
重，奈良があがり，これらの県は全期間を通じて全国平均を上回った。例外は何県かある
が，概して東北地方，近畿南東部，九州地方の率が高い。他方，率の低い府県は低い順に鳥
取，沖縄，徳島，京都，神奈川，埼玉，茨城，千葉，島根，岡山，長野，群馬があがり，これら
の府県は全期間を通じて全国平均を下回った。これも例外はあるが概して，関東地方，中
国地方，沖縄，四国地方，中部地方が低かったといえる。
第四に，際立って人口の多かった東京市，大阪市，神戸市，名古屋市，横浜市，京都市の
いわゆる六大都市を有する府県について見ると，大阪を例外として，他の府県はいずれも
全国平均を下回るか，最低ランクの頒暦率であった。こうしたことから，大阪を例外とし
て大都市における頒暦率は低かったことが推測される。都市部は早くから新暦が普及浸透
したといわれているが，新暦の浸透による暦日意識の変容と，官暦の普及とは，必ずしも
連動しないことが考えられる。
